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1 X = R
2の 2点 x = (x1, x2)と y = (y1, y2)の間の 2つの距離を以下のように与える.

d(x, y) = max{|x1 − y1|, |x2 − y2|},
d′(x, y) =

√
(x1 − y1)2 + (x2 − y2)2.

いま, U をX の部分集合とする. このとき, U が dに関して開集合であることと d′

に関して開集合であることが同値であることを示せ.

2 以下の行列がそれぞれ対角化可能かどうか, 理由をつけて答えよ.

A =

⎛
⎝1 0 0

0 1 1
0 0 2

⎞
⎠ , B =

⎛
⎝1 0 0

0 1 1
0 0 1

⎞
⎠ , C =

⎛
⎝2 1 0

0 1 1
0 0 2

⎞
⎠ .

3 以下の (A)(B)のうち一方のみ解答せよ.

(A) ベクトル場F =
1

x2 + y2 + z2
(xi + yj + zk)と線分C : r = (1−t)i+tj+tk (0 ≤

t ≤ 1)に対し, 線積分
∫

C

F · drを求めよ.

(B) Φを (有界な)区間塊 Iに対して複素数 Φ(I)を対応させる「集合函数」で加法
的なもの, つまり I ∩ J = ∅ならばΦ(I ∪ J) = Φ(I) + Φ(J)を満たすものとする. こ
のΦの点 xにおける (強い意味での)密度微分DΦ(x)を, 次の意味の極限が存在する
ときにそれで定義する : 任意の ε > 0に対し, xを内点としてもつ区間塊 I0が存在
し, 任意の区間塊 I ⊂ I0に対し以下が成り立つ.

∣∣Φ(I) − DΦ(x)|I|∣∣ ≤ ε|I |,

但し, |I|は区間塊の Jordan測度を表す. もし, Φが各点で密度微分可能ならば,「密
度」DΦは連続であることを示せ.


